
2001年度入学者選抜個別 (第 2次)学力検査問題

数 学
（医　学　科）

注　意　事　項

1. 監督者の指示があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2. 問題冊子は，全部で 16 ページあります。

3. 解答用紙は，問題冊子と別に印刷されているので，誤らないように注意しな
さい。

4. 解答用紙には，必ず解答の過程と結果を記入しなさい。

5. 解答は，必ず解答用紙の点線より左に記入しなさい。

6. 下書は，問題冊子の余白を使用しなさい。ただし，切り離してはいけません。

7. 各解答用紙には，受験番号欄が 2か所ずつあります。それぞれ記入を忘れない
こと。

8. 解答用紙は，記入の有無にかかわらず，机上に置き，持ち帰ってはいけません。
この冊子は持ち帰りなさい。

9. 落丁または印刷の不鮮明な箇所があれば申し出なさい。

— 1 —



— 2 —



下　書　用　紙 （切り取ってはいけない）
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1 　　 以下の各問いに答えよ。ただし πは円周率を表す。

(1) 複素数 zが 1 + z + z2 + z3 + z4 = 0を満たすとき

(1− z)(1− z2)(1− z3)(1− z4)

の値を求めよ。

(2) 絶対値 1，偏角 2θ（0 ≦ θ < π）の複素数 ωに対して r = 1− ω とおくとき，
sin θを rを用いて表せ。

(3) sin π
5
sin 2π

5
sin 3π

5
sin 4π

5
の値を求めよ。
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2 　　 以下の各問いに答えよ。

(1) 座標平面上で 3点O(0, 0)，A(1, 0)，B (0, 1)を頂点にもつ正方形を考える。
実数 t（0 ≦ t ≦ 2）に対して，2点 P (t, 0)，Q(0, t)を通る直線とこの正方形
が交わってできる線分の長さを L(t)とする。このとき，関数 L(t)のグラフを
描き，定積分

∫ 2

0

L(t) dtの値を求めよ。

(2) 座標空間において 4点 O(0, 0, 0)，A(1, 0, 0)，B (0, 1, 0)，C (0, 0, 1)を
頂点にもつ立方体を考える。実数 t（0 ≦ t ≦ 3）に対して，3点 P (t, 0, 0)，
Q(0, t, 0)，R (0, 0, t)を通る平面によるこの立方体の切り口の面積を S(t)

とする。このとき，関数 S(t)の最大値を求めよ。

(3) 定積分
∫ 3

0

S(t) dtの値を求めよ。
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3 　　 数の集合Aに関する以下の諸条件を考える。ただし n，kは n ≧ k ≧ 0を満たす
整数とし，x，yは任意の数とする。

条件 Z： xがAの要素ならば xは整数。

条件 Pn： xがAの要素ならば 1 ≦ xかつ x ≦ n。

条件Qk： Aはちょうど k個の要素からなる。

条件R： x，yがAの要素ならば x− y + 1 \= 0。

条件 Sn,k： Aは 3条件 Z，Pn，Qkを満たす。

条件 Tn,k： Aは条件 Sn,kおよび条件Rを満たす。

条件 Sn,k を満たすような集合 Aの個数を f(n, k)と表し，条件 Tn,k を満たすよう
な集合Aの個数を g(n, k)と表す。このとき以下の各問いに答えよ。

(1) f(n, 0)および f(n, n)を求めよ。また，n > k ≧ 1のとき f(n, k)を f(n−1, k)

と f(n− 1, k − 1)を用いて表せ。

(2) n > k ≧ 1のとき g(n, k)を g(n− 1, k)と g(n− 2, k − 1)を用いて表せ。

(3) m ≧ 1，ℓ ≧ 0なる整数m，ℓに対して整数 h(m, ℓ)を

h(m, ℓ) = g(m+ ℓ− 1, ℓ)

で定義する。このとき h(m, 0)および h(m,m)を求めよ。また，m > ℓ ≧ 1の
とき h(m, ℓ)を h(m− 1, ℓ)と h(m− 1, ℓ− 1)を用いて表せ。

(4) g(12, 4)を求めよ。
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